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【
労
働
対
策
部
・
唐
澤
一
喜
記
】

労
働
衛
生
週
間
準
備
期
間
に
先
駆

け
て
7
月
14
日
、
東
京
土
建
労
働

安
全
衛
生
活
動
者
会
議
を
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
。
26
支
部

48
人
の
参
加
で
当
面
の
運
動
を
確

認
し
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
全
国
連

絡
会
の
清
水
事
務
局
長
か
ら
「
最

高
裁
後
の
訴
訟
到
達
と
課
題
」、東

京
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
仲

尾
事
務
局
員
よ
り
「
建
設
現
場
の

作
業
改
善
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

支
部
で
の
選
考
で
勝
ち
抜
き
、

選
ば
れ
た
安
全
衛
生
標
語
（
32
本

・
支
部
）
を
活
動
者
会
議
の
参
加

者
全
員
で
投
票
。
厳
正
な
投
票
・

集
計
で
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
左
記
の
標
語
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
安
全
衛
生
対
策
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

《
最
優
秀
賞
》
「
ゼ
ロ
災
害
続

け
る
こ
と
も
プ
ロ
の
技
」
（
清
瀬

久
留
米
支
部
）
、
「
毎
回
や
っ
て

る
わ
か
っ
て
る
そ
の
気
の
緩
み
が

事
故
招
く
」
（
文
京
支
部
）

《
優
秀
賞
》
「
安
全
は
変
わ
ら

ぬ
明
日
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
（
墨

田
支
部
）
、
「
今
日
も
ま
た
家
族

が
願
う
安
全
に
笑
顔
で
帰
ろ
う
職

場
か
ら
」（
江
戸
川
支
部
）
、
「
危

な
い
ぞ
言
え
る
雰
囲
気
聞
く
気
持

ち
」
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

7
月
12
日
に
リ
ト
ア
ニ
ア
で
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
首
脳
会
議
が
開

か
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
支
援
の
強
化
を
決
め

ま
し
た
。
岸
田
首
相
も
出

席
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
新
た

な
協
力
文
書
を
交
わ
し
ま

し
た
。
会
議
が
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

国
際
法
や
国
連
憲
章
に
反

す
る
と
し
て
非
難
し
た
の

は
当
然
で
す
が
、
こ
の
問

題
の
解
決
は
、
国
連
憲
章
と
、
即
時
、
無

条
件
、
完
全
撤
退
を
ロ
シ
ア
に
求
め
た
国

連
総
会
決
議
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
加
盟
国
に
武
力
攻
撃
が

あ
れ
ば
全
加
盟
国
に
対
す
る
攻
撃
と
み
な

し
て
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
軍
事
同

盟
で
す
。
昨
年
、
全
面
改
定
し
た
「
戦
略

概
念
」
で
は
、
ロ
シ
ア
を
「
最
も
重
大
か

つ
直
接
的
な
脅
威
」
と
し
軍
事
力
を
強
化

し
て
対
抗
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
中

国
と
ロ
シ
ア
の
戦
略
的
協
力
関
係
が
「
わ

れ
わ
れ
の
価
値
、
利
益
に
逆
ら
う
」
と
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
首
脳
会
議
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％

以
上
の
際
限
な
い
軍
拡
を
宣
言
し
、
核
兵

器
禁
止
条
約
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の「
核
抑
止
」に

合
致
し
な
い
と
し
て
反
対
し
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
首
脳
会
議
で
演
説
し
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
を
「
基
本
的
価
値
と
戦
略
的
利
益

を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
呼
び
、
サ

イ
バ
ー
、
新
し
い
軍
事
技
術
、
宇
宙
な
ど

多
分
野
に
協
力
を
広
げ
る
と
表
明
し
ま
し

た
。
特
定
の
「
価
値
」
に
賛
同
す
る
国
で

ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
ロ
シ
ア
に
軍
事
的

対
応
を
強
め
、
中
国
に
も
対
抗
す
る
こ
と

自
体
、
世
界
に
分
断
を
広
げ
、
戦
争
へ
の

危
険
性
を
ま
す
ま
す
高
め
る
だ
け
で
す
。

ま
た
、
首
脳
会
議
の
中
で
は
主
要
7
カ

国
（
Ｇ
7
）
が
長
期
に
わ
た
っ
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
軍
事
支
援
す
る
と
し
た
共
同
宣
言

を
発
表
し
ま
し
た
が
、
憲
法
9
条
を
持
つ

日
本
が
他
国
を
軍
事
支
援
す
る
枠
組
み
に

参
加
す
る
こ
と
自
体
、憲
法
に
反
し
ま
す
。

日
本
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
非
軍
事
の
人

道
・
復
興
支
援
に
徹
す
る
べ
き
で
す
。

7
月
19

日
、
第
92
回

の
総
が
か
り

行
動
が
国
会

前
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、

1
0
0
0
人

（
東
京
土
建

は
56
人
）
の

参
加
と
な
り

ま
し
た
。

冒
頭
で
、

戦
争
さ
せ
な

い
1
0
0
0

人
委
員
会
の
谷
雅
志
さ
ん
が
あ
い

さ
つ
。
「
一
つ
ひ
と
つ
が
私
た
ち

の
命
の
問
題
で
す
。
勝
手
に
閣
議

決
定
で
決
め
て
い
い
も
の
で
は
な

い
。
国
会
で
し
っ
か
り
と
熟
議
す

る
も
の
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、
福
島
瑞
穂
参
議

院
議
員
（
社
民
）
、
宮
本
徹
衆
議

院
議
員
（
共
産
）
、
参
議
院
会
派

の
沖
縄
の
風
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

み
）
、
打
越
さ
く
良
参
議
院
議
員

（
立
民
）
か
ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

共
通
番
号
い
ら
な
い
ネ
ッ
ト
の

宮
崎
俊
郎
さ
ん
は
、
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
任
意
か
ら
実
質
強

制
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
事
故

や
情
報
漏
洩
が
頻
発
し
た
。
と
ん

で
も
な
い
こ
と
だ
。
私
た
ち
は
政

府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
強

制
を
断
念
す
る
ま
で
闘
い
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
荒
川
支
部
の

増
山
國
吉
さ
ん
は
、
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
発
言
が

よ
く
理
解
で
き
た
。
こ
れ
を
地
元

に
持
っ
て
帰
っ
て
運
動
し
ま
す
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

7
月
19
日
首
都
圏
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
東
京
3
陣
、
第
15
回
期
日
行

動
が
東
京
地
裁
前
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
全
体
で
2
0
0
人
、
東
京

土
建
か
ら
1
2
1
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

弁
護
団
か
ら
は
佃
俊
彦
弁
護
士

が
あ
い
さ
つ
。
「
屋
外
で
解
体
作

業
を
行
な
っ
た
労

働
者
を
救
済
の
対

象
か
ら
外
し
た
最

高
裁
神
奈
川
2
陣

判
決
を
覆
す
た

め
、
渡
辺
副
委
員

長
と
川
口
労
働
対

策
部
長
に
法
廷
で

の
陳
述
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
最
高

裁
の
判
決
の
誤
り

を
認
め
さ
せ
全
員

救
済
を
目
指
し
て

闘
お
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

法
廷
で
は
、
両
氏
が
解
体
・
改

修
作
業
を
具
体
的
に
明
ら
か
に

し
、
建
築
後
、
30
年
・
40
年
後
で

も
、
製
品
の
型
番
等
が
は
っ
き
り

と
確
認
で
き
る
こ
と
を
述
べ
、
ア

ス
ベ
ス
ト
建
材
の
危
険
性
を
解
体

作
業
者
に
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を

理
由
に
建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
を

否
定
し
た
最
高
裁
の
事
実
認
識
の

誤
り
を
証
言
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
第

一
会
館
で
の
報
告
集
会
で
は
、
井

上
聡
弁
護
士
が
発
言
。
「
解
体
・

改
修
業
者
に
対
す
る
メ
ー
カ
ー
責

任
を
否
定
し
た
こ
と
が
誤
り
で
あ

る
こ
と
を
証
言
し
た
こ
と
は
、
全

国
的
に
も
重
要
な
1
日
に
な
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
衆
議
院
第
2
議
員
会

館
へ
移
動
し
、「
建
材
企
業
が
参
加

す
る
補
償
基
金
制
度
の
創
設
」
を

求
め
る
請
願
の
紹
介
議
員
を
要
請

す
る
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

パリの建物高さ
制限をめぐる市民
の議論を通じて、
神宮外苑の再開発
や超高層建築、都
市空間は誰のもの
かを考えます。
第一特集は、社
会に発信する表現
者たちとして、テ
レビで会えない芸
人の松元ヒロさん
のインタビューな
ど。第二特集は、
働く女性の現状と
課題を、技能者や
組合視点で探りま
す。
4月に成立した

フリーランス法の
可能性と課題につ
いては、トピック
ス＆レポートで。
「ひろば」のご
購読は、所属の支
部までお問い合わ
せ下さい。
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7
月
13

日
、
ア
ー
ト

ホ
テ
ル
日
暮

里
ラ
ン
グ
ウ

ッ
ド
に
お
い

て
、
第
63
回

と
な
る
全
建

総
連
東
京
都

連
の
定
期
大

会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

久
し
ぶ
り

の
完
全
対
面

に
よ
る
開
催

と
な
り
、
14

組
合
か
ら
来
賓
9
人
を
合
わ
せ
て

2
2
3
人
が
参
加
し
ま
し
た
（
東

京
土
建
は
1
1
8
人
の
参
加
）
。

議
長
団
に
は
東
京
土
建
か
ら
も

小
嶋
和
俊
書
記
が
選
出
さ
れ
、
議

事
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

堀
井
晶
書
記
長
の
運
動
方
針

案
、
各
専
門
部
か
ら
の
提
案
を
受

け
た
質
疑
応
答
で
は
石
綿
調
査
者

に
関
し
て
「
業
者
に
よ
っ
て
調
査

の
意
識
づ
け
が
徹
底
さ
れ
て
な
い

現
状
が
あ
る
。
都
連
で
し
っ
か
り

周
知
す
る
運
動
を
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
・
質
問
が
複

数
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
選
出
で
は
動
き
が
あ

り
、
6
期
に
わ
た
り
委
員
長
と
し

て
都
連
を
け
ん
引
し
た
菅
原
良
和

さ
ん
が
退
任
と
な
り

ま
し
た
。
新
し
い
委

員
長
に
は
山
本
享
さ

ん（
建
設
ユ
ニ
オ
ン
）

が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。大

会
表
彰
で
は
5

人
が
表
彰
さ
れ
、
東

京
土
建
か
ら
は
千
葉

一
郎
さ
ん
（
目
黒
支

部
）
と
松
広
孝
幸
さ

ん
（
本
部
書
記
局
）

が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

集会に参加した仲間

安
全
標
語
の
最
優
秀
賞
に

建築家・静岡文化芸術大学 准教授 松田 達さん

都市における超高層建築と
その公共性をめぐって

強制とんでもない
マイナカードは断念を

清
瀬
久
留
米
と
文
京

『
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
１２７
号
』の
ご
案
内

『
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
１２７
号
』の
ご
案
内

巻頭論文

安全標語に選ばれた作品を掲げる支部の代表者左は
川口俊彦労働対策部長

新委員長に山本享氏
第６３回都連大会を開催

アスベスト

全
員
救
済
を
目
ざ
し
て

全員が救済されるまでガンバロー

屋
外
作
業
者
も
同
等
と
訴
え
る

新委員長の山本享さんがあいさつ

日
本
は
非
軍
事
で
支
援
を


